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1998年岩手火山長周期地震の発生過程

Source process of very long-period seismic events observed at Mount Iwate, 1998
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1 9 9 8年岩手火山で頻発した長周期地震の発震機構解をインバージョン法により推定した。その結果、長周期地
震は、犬倉山と大松倉山浅部で膨張収縮運動の交互発生により励起されていることが明らかとなった。ほかの地
球物理学的研究成果を考慮すると、長周期地震は、犬倉山及び大松倉山付近で、熱水あるいはマグマが断続的に
移動する際に発生したと推察される。

１． はじめに
西岩手山に位置する三石山・大松倉山周辺の深さ数k mで、周期約1 0秒が卓越する長周期地震が頻発していたこ

とが報告された（西村ほか, 1 9 9 8）。その震源位置は地震毎の顕著な違いは認めらないが、ひとつひとつの長周期地
震をセンブランス法により調べた結果、約3 0 - 6 0秒の振動継続時間中に、震源は犬倉山から大松倉山の深さ数k mを
東から西へ移動していることが明らかとなった（小林ほか、本合同大会）。本研究は、これらの研究成果に基づき、
犬倉山と大松倉山の２カ所に震源を仮定し、モーメントテンソルインバージョンによる発震機構解の推定を行っ
た。さらに、その最適解と他のデータの解析結果をもとに、長周期地震の発生過程を推察した。

２． 発震機構解
岩手火山を囲むように展開されていた６観測点の広帯域地震計記録（西村ほか、1 9 9 8）を解析する。S/N 比

の良い1 9 9 8年7月2 9日の長周期地震の３成分速度波形記録に、8 . 3 - 1 2 . 5 sのバンドパスフィルターをかけたのち変位
波形に変換し、観測波形データとする。犬倉山と大松倉山の深さ2 k mに２つの震源を設定し、各モーメント成分
のグリーン関数をD W法によって計算する。時間ステップ毎の地震モーメント６成分の値を未知数として、残差平
方和が最小になるように理論波形と観測変位波形を適合させ、２震源のモーメント時間関数を推定する。

インバージョンの結果、最適のモーメント時間関数は、２つの震源とも、体積変化を伴う膨張収縮運動を示
すことが明らかとなった。両震源のモーメント時間関数の位相はほぼ反転し、犬倉山で膨張の時は大松倉山で収
縮というように、交互に膨張収縮運動を繰り返す。これは、片方の震源からもう片方へ物質あるいは圧力が交互
に移動していることを示唆する。また、最適解に対する理論波形は、観測変位波形をよく説明する。特に、波動
軌跡から推定された大松倉山浅部にひとつだけ震源を仮定した場合（西村ほか、1 9 9 8）に比較して、震源域から
東方にあるYKB, ANS観測点と南方のHSB観測点の波形をよりよく説明できるようになった。

３．長周期地震の発生過程
長周期地震活動が活発であった1 9 9 8年の４月から８月下旬までの期間は、熱水あるいはマグマ（以下、熱水・

マグマ）による圧力源の西岩手山東部やや深部（約5 k m）から西岩手山西部の浅部（約2 . 5 k m）への移動時期（植
木ほか, 1998）に相当する。また、同時期、微小地震の震源分布も東から西へと移動していた（田中ほか, 1998）。
これらの移動とは対照的に、長周期地震は、その震源位置をほとんど変えず、犬倉山・大松倉山周辺にあった

（西村ほか, 1 9 9 8）。以上の事実に加え、本研究で得られた発震機構解と長周期地震の発生時と終了時に短周期波動
が重なることを考慮すると、次のような長周期地震の発生過程が推察される。犬倉山と大松倉山に熱水・マグマ
の溜まりが存在し、両者は細い通路で結ばれている。下方からのマグマ・熱水の供給により、片側の溜まり（犬
倉山側）の圧力が増大する。圧力がある敷居値を超えたとき、短周期波動を励起しながら通路が開く。両溜まり
は、圧力平衡が取れるまで、圧力あるいは熱水・マグマを移動させ、膨張収縮運動を繰り返す。最後に通路が閉
じ、短周期波動が励起され、イベントは終息する。



以上のように、岩手火山長周期地震は、犬倉山及び大松倉山付近の断続的な熱水あるいはマグマ活動に伴い
発生したと考えられる。


